
小樽地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

住民１人当たりの年間利用回数を60回以上とする。

（令和３年 58.62回／人 ≒
R3の年間輸送人員6,495,955人／人口（R3.9月末の総人口）
110,807人）

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

○令和4年6月1日 令和4年度第1回協議会
・令和5年度小樽市地域内フィーダー系統確保維持計画
（案）について等

○令和5年1月17日 令和4年度第2回協議会
・令和4補助年度フィーダー系統補助事業評価（案）について
等

○令和5年6月8日 令和5年度第1回協議会
・令和6年度小樽市地域内フィーダー系統確保維持計画
（案）について等

○令和6年1月10日 令和5年度第2回協議会
・令和5補助年度フィーダー系統補助事業評価（案）について
等

１

事業実施の目的・必要性

小樽市の交通は鉄道、路線バス、タクシーで構成されてお
り、市内を東西に走る鉄道が幹線の役割を果たし、さらに市
内にくまなく張りめぐらされたバス路線網とこれを補完するタ
クシーが、地域内における移動手段として、それぞれ、通勤・
通学・通院・買い物等の住民生活において、重要な役割を果
たしている。
しかしながら市内の路線バスは、人口減少等により年々利
用者が減少、収支が悪化し、維持が困難な状況となっている。
このため、地域内フィーダー系統確保維持計画を策定し、地
域住民の移動手段を確保する。

地域公共交通の現況

○ＪＲ函館線（銭函駅、朝里駅、小樽築港駅、南小樽駅、
小樽駅、塩谷駅、蘭島駅）

○北海道中央バス㈱（市内27路線）
○タクシー事業者（8社）



令和５年度事業概要

○塩谷線
○祝津線
○小樽ベイビュータウン線
○山手中通線
○新光・ぱるて築港線
○おたる水族館線
○朝里川温泉線
○銭函・桂岡線①
○銭函・桂岡線②
○小樽・桂岡線
○おたもい線
○ぱるて築港線①
○ぱるて築港線②
○ぱるて築港線③
○ぱるて築港線④
○最上・ぱるて築港線

本局前～長橋中学校～塩谷海岸
小樽駅前～赤岩～おたる水族館
小樽駅前～朝里町～ベイビュータウン
小樽駅前～入船公園～小樽駅前
済生会小樽病院～ぱるて築港～小樽自動車学校前
本局前～小樽駅前～おたる水族館
小樽駅前～朝里町～朝里川温泉
銭函浄水場～銭函駅前
銭函浄水場～銭函駅前～銭函パークゴルフ場
小樽駅前～小樽築港駅前～桂岡中央公園
本局前～幸３丁目～おたもい入口
小樽駅前～済生会小樽病院～ぱるて築港
小樽駅前～済生会小樽病院～新日本海フェリー
小樽駅前～市立病院～ぱるて築港
小樽駅前～市立病院～新日本海フェリー
最上町～済生会小樽病院～ぱるて築港

運行回数：8,930.5回
運行回数：7,461.5回
運行回数：121.0回
運行回数：726.0回
運行回数：1,091.0回
運行回数：2,219.5回
運行回数：7,859.5回
運行回数：2,764.0回
運行回数：964.0回
運行回数：1,081.0回
運行回数：10,247.5回
運行回数：726.0回
運行回数：121.0回
運行回数：850.0回
運行回数：421.5回
運行回数：1,580.5回

令和４年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・新型コロナウイルス感染症対策として、バス車内の消毒や換気など、衛生管理の徹底に努めた。
・バス利用者の利用状況に応じたダイヤ改正を行うことで、適正なバス運行を行った。
・バス関連動画を制作し、YouTubeに公開することで、バスの利用促進に努めた。
・SNSを活用し、各種情報発信を行った。
・小樽築港駅前の交通環境改善のため、関係機関と協議を重ねた。



２

２）運行系統







３）利用実績





４）収入実績





６）目標・効果達成状況

計画申請時の目標を住民1人当たりの年間利用回数60回
以上としていたところ、コロナ禍からの回復に伴う人流活発
化による影響等により68.00回となった。

（R5の年間輸送人員7,279,208人/人口（R5.9月末の総人口
107,054人）

４

７）事業の今後の改善点

引き続き利用者の増に向けて、利便性の強化や、HPや
SNSを活用した広報活動等の利用促進策を実施していく。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・目標は達成できており、引き続き利用者増に向けて、関係
機関との連携強化や各種情報発信により効果的な周知を
行う等、利用促進につながる取組を期待する。
・持続可能な公共交通を維持する観点から、収支率といった
事業効率の改善につながる目標を設定することもご検討
いただきたい。

概ね計画どおり事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


